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第１章 調布市不登校児童生徒への支援プランの概要 

１ 策定の経緯 

調布市教育委員会では、「子ども一人一人を大切にする教育の実現」を目指し、令和６

年度から令和８年度までを計画期間とする「調布市不登校児童生徒への支援プラン（以下

「支援プラン」という。）」を策定し、不登校の未然防止や早期支援、多様な学びの機会や

居場所の確保、社会的自立に向けた支援など、様々な取組を進めてきました。 

 

この間、校内教育支援センター（校内別室）や教育支援センター等の多様な学びの場の

充実をはじめ、児童生徒一人一人の状況に応じた支援を進めてきました。一方、不登校児

童生徒数は増加傾向にあり、その背景や要因も多様化・複雑化しています。こうした状況

を踏まえ、これまでの取組の成果と課題を検証し、不登校の未然防止や早期支援、一人一

人の状況に応じた多様な学びの保障、保護者への支援、地域や関係機関との連携などを一

層充実していく必要があります。 

 

これまでの取組の成果と課題を検証するとともに、次期教育プラン等との整合を図り、

不登校児童生徒への支援を一層充実させるため、支援プランを改定します。 

 

２ 策定の目的 

不登校は、多様な要因・背景によって生じるものであり、不登校というだけで「問題行

動」と捉えるべきものではありません。 

この前提に立ち、調布市では、全ての子どもが、安心して教育を受けることができるよ

うにするとともに、一人一人の意思や状況に応じて、必要な人や場所とつながり、学びた

いと思ったときに学べる環境を整えることを目指します。また、学校、家庭、地域、関係

機関が連携しながら、子どもたちの学びと社会とのつながりを支え、将来の社会的自立に

つなげていくことを目的として、第２期調布市不登校児童生徒への支援プランを策定しま

す。 

 

３ 計画期間 

令和９年度から令和１２年度までの４年間を計画期間とします。 
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４ 各計画等との関係 
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第２章 現状と課題 

１ 国や東京都の動向 

（１）国の動向 

国では、教育機会確保法の施行や「不登校児童生徒への支援の在り方について」

の通知等を通じて、不登校児童生徒一人一人の状況に応じた教育機会の確保や、

社会的自立に向けた支援を進めてきました。令和５年３月には、「誰一人取り残さ

れない学びの保障に向けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯプラン）」を策定し、不登校

により学びにアクセスできない児童生徒をなくすことを目指して、多様な学びの

場の確保や早期支援、学校の風土の「見える化」などの取組を推進しています。 

さらには、「学びの多様化学校」や「チーム学校」の取組などを展開しています。 

ア  教育機会確保法の施行 

平成２９年２月に「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確

保等に関する法律（教育機会確保法）」が施行されました。同法では、不登校児童

生徒が安心して教育を受けられるよう、学校における環境の確保を図るとともに、

不登校児童生徒の状況に応じた学習活動への支援や、多様な教育機会の確保などを

進めることとしています。 

 

イ 「不登校児童生徒への支援の在り方について」 

令和元年１０月、文部科学省は「不登校児童生徒への支援の在り方について」を

示しました。不登校児童生徒への支援については、「学校に登校する」という結果

のみを目標とするのではなく、児童生徒が自らの進路を主体的に捉え、社会的に自

立することを目指す必要があるとしています。 

また、不登校の時期が休養や自分を見つめ直すなどの積極的な意味を持つ場合が

ある一方、学業の遅れや進路選択上の不利益、社会的自立に影響を及ぼす可能性に

も留意する必要があるとしています。 
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ウ 「不登校に関する調査研究協力者会議報告書」 

令和４年６月には、「不登校に関する調査研究協力者会議報告書～今後の不登校

児童生徒への学習機会と支援の在り方について～」が取りまとめられました。報告

書では、不登校児童生徒の多様な状況やニーズを踏まえ、学校内外における教育機

会を確保するとともに、児童生徒が安心して過ごせる居場所や学びの場を確保し、

一人一人の状況に応じた支援を行うことの重要性が示されています。 

 

エ 誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯプ

ラン） 

令和５年３月には、文部科学省が「誰一人取り残されない学びの保障に向けた不

登校対策（ＣＯＣＯＬＯプラン）」を取りまとめました。不登校により学びにアク

セスできない児童生徒をなくすことを目指し、全ての不登校児童生徒の学びの場の

確保、心の小さなＳＯＳの早期発見、安心して学べる学校づくりなど、不登校対策

を総合的に推進する方向性が示されています。 

 

オ 学びの多様化学校の全国的な拡大 

令和５年８月には、従来からの「不登校特例校」の名称を「学びの多様化学校」

へと改称し、設置を促進する取組を開始しました。この「学びの多様化学校」は、

令和８年度には、全国で計８４校が設置される予定です。 

 

カ 学校外学習の評価及び「チーム学校」としての指導体制の強化 

 令和６年度には、学校以外の場所での成果を、指導要録上の出席扱いや成績評

価へ反映させるようルールを明確化しています。 

令和８年度には、中学校における３５人学級の計画的な整備など、教員の定数

改善を進めることで、「チーム学校」として不登校を未然に防ぐ指導体制の根本的

な強化に取り組んでいます。 
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（２）東京都の動向 

東京都では、不登校児童生徒の増加や支援ニーズの多様化を踏まえ、学校との

つながりを十分に持つことができていない児童生徒を含め、一人一人の状況に応

じた支援の充実を進めています。安心して学べる学校づくりや早期からの支援、

学校内外における多様な学びの場や居場所の確保、関係機関等との連携など、児

童生徒の学びと社会的自立を支える取組を総合的に推進しています。 

 

ア  不登校児童生徒一人一人の状況に応じた支援の推進 

令和６年３月に策定した「東京都教育ビジョン（第５次）」では、「誰一人取り

残さないきめ細かな教育の充実」を柱の一つに掲げ、不登校児童生徒への支援の

充実を位置付けています。学校とのつながりが十分に持てていない児童生徒をな

くし、一人一人の状況に応じた支援を強化するとともに、身体面・心理面・社会

面から児童生徒の状況を多角的に捉え、組織的な支援を進めています。 

 

イ  安心して学べる学校づくりと早期支援の充実 

不登校の未然防止や早期支援に向けて、児童生徒が安心して過ごし、学ぶことの

できる学校づくりを進めるとともに、児童生徒の心身の変化を捉え、早期に必要な

支援につなげる取組を推進しています。 

また、学校において一人一人の状況に応じた支援を行うことができるよう、校内

における支援体制の充実を図っています。 

 

ウ  多様な学びの場や居場所の確保 

学校への登校が難しい児童生徒も学びを継続し、自分に合った居場所や支援につ

ながることができるよう、学校内外における多様な学びの場の確保を進めています。

教育支援センターや学びの多様化学校、オンラインを活用した学びの場など、一人

一人の状況やニーズに応じた多様な選択肢の充実を図っています。 

 

エ  専門性の向上と関係機関等との連携強化 

不登校児童生徒への支援の充実に向けて、教職員等が不登校児童生徒への理解を

深め、一人一人の状況に応じた支援を行うための専門性や対応力の向上を図ってい

ます。また、学校、教育委員会、教育支援センター、フリースクール等の民間施設・

団体が連携し、児童生徒の社会的自立に向けた支援を進めています。 
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【参考】東京都における不登校児童生徒支援の主な取組の経過〔年表〕 

平成５年度 不登校生徒数が多い中学校に対して、不登校加配教員を配置 

平成７年度 スクールカウンセラーの配置を開始 

平成１５年度 全公立中学校にスクールカウンセラーを配置 

平成２０年度 不登校児童生徒のための「個別適応計画」の様式を例示 

 スクールソーシャルワーカーを配置する区市町村を支援 

平成２１年度 不登校・若者自立支援フォーラムを開催 

 登校支援員（平成２３年度から「家庭と子どもの支援員」に事業名

を変更）を配置する区市町村を支援 

平成２５年度 全公立小・中学校にスクールカウンセラーを配置 

平成２７年度 「不登校・中途退学対策検討委員会」を設置し、報告書を公表 

平成３１年度 「児童生徒を支援するためのガイドブック」を作成 

令和４年度 都内公立小・中学校等に在籍し、フリースクール等に通う不登校

児童生徒及びその保護者の支援ニーズやフリースクール等での活

動内容などを把握するため、「不登校児童生徒支援調査研究事業」

を実施 

令和５年度 「バーチャル・ラーニング・プラットフォーム（VLP）」の開始 

校内別室指導支援員の配置開始 

令和６年度 フリースクール利用者への助成開始 

「不登校対応校内分教室（チャレンジクラス）の設置 

令和７年度 「学びの多様化学校」が都内の公立９校で稼働 

令和８年度 「多様な学びの場連携協議会」の設置 

保護者向けの総合サポート「保護者のひろば」開催 
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２ 調布市の現状 

（１） 調布市の不登校の現状 

調布市における不登校児童生徒数は増加傾向にあり、令和４年度の４６４人

から令和６年度には５９６人となっています。また、不登校児童生徒の出現率

についても上昇しており、令和６年度は小学校で２．０８％、中学校で７．９

７％となっています。特に中学校では、小学校と比べて不登校児童生徒の割合

が高い状況が続いています。 

 

不登校の背景や要因は一人一人異なり、学校生活や友人関係、学習面、心身の

状態、家庭での状況など、様々な事情が複雑に関係している場合があります。 

そのため、不登校児童生徒数の増加という量的な変化だけでなく、背景や要因

の多様化・複雑化にも目を向けるとともに、児童生徒一人一人の状況や支援ニー

ズを丁寧に捉え、早期から必要な支援につなげるとともに、多様な学びの場や居

場所を確保するなど、一人一人に応じた取組を充実していくことが必要です。 

 

（２） これまでの調布市教育委員会の不登校支援の取組 

調布市教育委員会では、「支援プラン」に基づき、不登校の未然防止から早

期対応・早期支援、多様な学びの場や居場所の確保、社会的自立に向けた支援

まで、児童生徒一人一人の状況に応じた取組を進めてきました。 

 

現行プランでは、「魅力ある学校づくりによる未然防止」「個に応じたきめ細

かな早期対応・早期支援」「社会につながる支援」の三つの基本方針を掲げ、

学校における支援体制の充実とともに、教育支援センター、学びの多様化学校

分教室、訪問型支援など、学校内外における多様な支援を展開してきました。 

 

次期プランの策定に当たっては、これまでの取組の成果を生かしながら、不

登校児童生徒数の増加や背景・要因の多様化・複雑化等を踏まえ、児童生徒の

意思や状態に寄り添った支援、多様な学びの保障、保護者への支援、地域や関

係機関との連携などを更に充実していくことが求められています。 
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① 魅力ある学校づくりによる未然防止 

 

■成果指標 

成果指標※1 計画策定時※２ 目標値 令和７年度 

「学校が楽しい」と答

える児童生徒の割合 

２０２２（令和４年度）実績 

小学校 ５７．０％ 

中学校 ５４．３％ 

前年度の実績を 

上回る 

（小学校、中学校） 

小学校 ５６．７％ ↘ 

中学校 ５６．８％ ↗ 

「みんなで何かをす

るのは楽しい」と答え

る児童生徒の割合 

２０２２（令和４年度）実績 

小学校 70.5％ 

中学校 63.6％ 

前年度の実績を 

上回る 

（小学校、中学校） 

小学校 ７１．１％ ↗ 

中学校 ６５．７％ ↗ 

「授業に主体的に取

り組んでいる」と答え

る児童生徒の割合 

２０２２（令和４年度）実績 

小学校 ４５．７％ 

中学校 ４６．８％ 

前年度の実績を 

上回る 

（小学校、中学校） 

小学校 ４６．０％ ↗ 

中学校 ５０．４％ ↗ 

「授業がよくわかる」

と答える児童生徒の

割合 

２０２２（令和４年度）実績 

小学校 ５５．５％ 

中学校 ４２．１％ 

前年度の実績を 

上回る 

（小学校、中学校） 

小学校 ５４．３％ ↘ 

中学校 ５３．５％ ↗ 

※１  成果指標は、国立教育政策研究所の委託事業である「魅力ある学校づくり調査研究事業」で

示された質問項目を基にしています。調布市では、令和２年度以降、全校において本調査を

実施しています。 

※２ 計画策定時の値は、「１ あてはまる、２ どちらかと言えばあてはまる、３ どちらかと言え

ばあてはまらない、４ あてはまらない」の４件法で実施した調査回答のうち、「１ あては

まる」と回答した割合を示しています。 

 

 

■成果 

・全ての児童生徒にとって安心して過ごすことのできる学校づくりに向けて、分

かりやすい授業づくりを実施しました。 

・協働的な学びを重視し、児童生徒同士で学び合う雰囲気づくりを推進しました。 

・一人一人の個性や意見を認め合う関係づくり、児童生徒が主体的に取り組む教

育活動などを推進しました。 

・個別最適な学びや協働的な学びの充実を図るとともに、多様な個性や特性を認

め合う教育活動を推進しました。 

・日常の教育活動を通して、児童生徒一人一人を大切にするとともに、互いのよ

さや違いを認め合う取組を進め、安心して過ごすことのできる学校風土の醸成

に取り組みました。 

・児童生徒の心身の状態を把握し、変化に早期に気付くための取組を実施し、不

登校の未然防止や早期支援につなげました。 
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■今後の課題 

・引き続き、全ての児童生徒が安心して学び、自分らしく過ごすことのできる学

校づくりを進めるとともに、一人一人が授業や学校生活の中で活躍し、他者と

のつながりを実感できる教育活動の充実を図る必要があります。 

・不登校の未然防止に向けて、教職員の理解や専門性を高め、児童生徒の小さな

変化を捉え、早期の支援につなげる体制を一層充実させることが必要です。 

・児童生徒一人一人の特性や状況に応じ、自分に合った方法で気持ちや考えを表

現し、他者と安心して関わることができるよう、日常の教育活動を通した人間

関係づくりをさらに充実させる必要があります。 
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② 個に応じたきめ細かな早期対応・早期支援 

 

■成果指標 

成果指標 計画策定時 目標値 令和７年度 

「児童生徒支援個

別票」の作成率 

２０２２（令和４年度） 

実績 

小学校 ７７．０％ 

中学校 ９２．７％ 

小学校 １００％ 

中学校 １００％ 

小学校 １００％ 

中学校 １００％ 

 

■成果 

・一人１台端末を活用した児童生徒の声を聴く機会の確保や心身の状況把握、児

童生徒支援個別票の作成・活用、「チーム学校」による組織的な支援など、一人

一人の状況に応じた早期対応・早期支援を推進しました。 

・児童生徒支援個別票の作成率は、小・中学校ともに１００％となり、目標を達

成しました。 

・不登校対策を推進する教員の配置や校内委員会の活用により、教職員が連携し

て支援を行う校内支援体制の充実を図りました。 

・校内教育支援センター（校内別室）を整備し、教室に入りづらい児童生徒が学

校内で安心して過ごし、学習や支援を受けられる環境の充実を図りました。 

・教育支援会議を定期的に開催し、教育支援センターや学びの多様化学校分教室

等の関係職員が、児童生徒一人一人の状況や支援について情報を共有し、必要

な支援を協議することで、関係機関の連携強化を図りました。 

・教育支援センター「太陽の子」において、不登校児童一人一人の状況に応じた

学習支援や体験活動、相談支援等を行い、安心して過ごすことのできる居場所

や学びの機会の充実を図りました。 

・学びの多様化学校分教室「第七中学校はしうち教室」において、不登校生徒一

人一人の状況に応じた教育課程を編成し、個に応じた学習や体験活動等を通し

て、安心して学ぶことのできる環境や支援の充実を図りました。 

・訪問型支援「みらい」において、教育支援センター等への来所が難しい不登校

児童生徒に対し、自宅等を訪問し、一人一人の状況に応じた学習支援や相談支

援を行うことで、児童生徒が人や学びとつながる機会の確保を図りました。 

・中学生を対象とした教育支援センター「ＣＡＮＶＡＳ」を新設し、不登校生徒

が安心して過ごし、一人一人の状況に応じた学習支援や相談支援、体験活動等

を受けることのできる新たな学びの場・居場所を整備しました。 
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■今後の課題 

・児童生徒の意思や心身の状態を丁寧に捉え、本人の声を支援に生かすとともに、

不登校や登校しづらい状況が生じた早い段階から、一人一人の状態に応じた支

援につなげることが必要です。 

・校内教育支援センター（校内別室）については、在籍学級とのつながりを大切

にしながら、児童生徒一人一人の状況に応じた学習支援を充実するとともに、

校内教育支援センター（校内別室）での学習の成果を適切に把握し、学習評価

に反映していくことが必要です。 

・学校への登校のみを目標とするのではなく、本人のペースを尊重しながら学び

を継続できるよう、個別の支援と校内における支援体制を充実させる必要があ

ります。 
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③ 社会につながる支援 

 

■成果指標 

成果指標 計画策定時 目標値 令和６年度 

不登校児童生徒の

うち、学校内外の専

門機関等で相談・指

導を受けていない

児童生徒の割合 

２０２２（令和４年度） 

実績 

小学校 ３３．９％ 

中学校 ４０．６％ 

小学校 ０％ 

中学校 ０％ 

小学校 ２．０％ 

中学校 ０％ 

（「令和６年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」による） 

※ 国の調査結果を用いる指標のため、令和６年度実績を掲載 

 

■成果 

・不登校や登校渋り等の児童生徒や保護者に対し、教育支援コーディネーターや

教育相談所相談員等による相談を実施し、一人一人の状況に応じて必要な支援

につなげるなど、相談体制の充実を図りました。 

・コミュニティ・スクールの全校導入を進め、学校運営協議会を通して、学校・

保護者・地域が学校や児童生徒の状況について情報を共有し、地域とともに児

童生徒の学びや成長を支える体制づくりを進めました。 

・不登校児童生徒や保護者を対象とした進路相談や進路説明会を実施し、進路に

関する情報提供や相談支援の充実を図りました。また、「学校に行きづらい子ど

もの保護者の集い」を開催し、保護者が悩みや不安を共有し、必要な情報を得

ることのできる機会を設けました。 

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、関係機関との連携を強

化し、学校内外の専門機関等で相談・指導を受けていない不登校児童生徒の割

合が大きく減少しました。 

・各学校の不登校支援を担当する教員を対象とした「不登校に係る支援委員会」 

を開催し、不登校児童生徒への支援に関する情報や各学校の取組を共有すると

ともに、関係機関との連携を図ることで、学校における不登校支援の充実を図

りました。 

・「調布市子ども・若者支援地域ネットワーク」との連携を通して、関係機関との

情報共有を進め、義務教育終了後を見据えた支援体制の充実を図りました。 

・「不登校施策に係る検討委員会」を継続的に開催し、不登校支援に関する取組の

実施状況や課題について共有・検討することで、施策の充実や改善につなげま

した。 
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■今後の課題 

・不登校児童生徒の状況やニーズが多様化する中、一人一人が自分に合った学び

の場や居場所、必要な支援を選択できるよう、多様な学びの機会を更に充実さ

せる必要があります。 

・不登校や登校しづらい状況にある児童生徒の保護者は、不安や悩みを抱えるこ

ともあることから、必要な情報を提供するとともに、保護者が相談や支援につ

ながることのできる体制を充実させる必要があります。 

・学校や教育支援機関だけでなく、家庭、地域、保健・福祉・医療等の関係機関、

民間施設との連携を強化するとともに、義務教育終了後も見据えた切れ目のな

い支援につなげていく必要があります。 
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第３章 基本理念と基本方針 

１ 基本理念 

調布市教育委員会は、「子ども一人一人を大切にする教育の実現」を目指し、不登校

支援を進めてきました。 

本プランでは、これまでの基本理念を継承するとともに、児童生徒一人一人の意思

を尊重し、誰もが自分に合った学びや居場所、人や社会とのつながりをもつことがで

きるよう支援するという考え方を大切にします。 

【基本理念】 

どの子どもも、安心して教育を受けることができるようにします 

どの子どもも、学びたいと思ったときに学べる環境を整えます 

多くの大人が関わって、子どもたちの社会的自立を支えます 

 

 

２ 基本方針について 

基本理念を基に、以下の３つの基本方針を掲げ、施策を推進していきます。 

基本方針１ 魅力ある学校づくりを推進します（未然防止） 

全ての児童生徒が安心して過ごし、自分らしく学ぶことのできる学校づくりを推進

します。一人一人が大切にされ、自己存在感や充実感を得られる学校づくりを進める

とともに、児童生徒と教職員、児童生徒同士の信頼関係やつながりを育む「絆づくり」

の充実を図ります。 

また、一人一人の個性や能力を伸ばす教育活動や、一人一人の多様性に応じた学び、

他者との関わりを通した学びを充実させ、児童生徒が主体的に学ぶことのできる環境

を整えます。こうした取組を学校全体で進めるため、校長のリーダーシップのもと、

全教職員が共通理解をもち、組織的に教育活動を推進します。 
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基本方針２ 個に応じたきめ細かな支援を行います（早期把握・個に応じ
た支援） 

児童生徒一人一人の声に耳を傾け、心身の状態やその変化に早期に気付き、必要な

支援につなげます。不登校の状況や背景は一人一人異なることから、本人の意思や状

態を丁寧に捉え、休養の必要性も踏まえながら、本人にとって必要な支援や学びを共

に考え、継続的に伴走します。 

また、教職員や専門職等が連携して組織的に支援するとともに、一人一人に応じた

多様で柔軟な学びの機会や居場所の確保・充実を図ります。 

 

 

基本方針３ 社会的自立に向けた支援を推進します（社会につながる支援） 

「学校に登校する」という結果のみを目標とするのではなく、児童生徒が自らの進

路を主体的に捉え、将来の社会的自立につながるよう支援します。学校だけでなく、

家庭や地域、関係機関等との関わりを広げることで、一人一人が自分に合った居場所

や活動、学びの機会などに出会い、社会とのつながりを築いていくことを支えます。 

また、保護者からの相談への対応や情報提供、交流の機会を充実させるとともに、

福祉・医療、子ども・若者支援等に関わる関係機関や民間施設と連携し、義務教育終

了後も見据えた切れ目のない支援につなげます。 
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３ イメージ図 

全ての児童生徒が誰かと、どこかで、必要なときにつながり、その保護者も孤立す

ることのないよう、教育委員会では、一人一人の状況に応じた学びや相談の場を確保

し、児童生徒の社会的自立を支えていきます。 
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第４章 施策 

１ 施策の体系図 
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２ 各施策について 

（１）基本方針１ 魅力ある学校づくりを推進します（未然防止） 

【成果指標】  

成果指標 現状値 目標値 

「学校が楽しい」と答える児童生徒の割合 
小学校56.7％ 
中学校56.8％ 

前年度の実績を上回
る（小学校、中学校） 

「みんなで何かをするのは楽しい」と答え
る児童生徒の割合 

小学校71.1％ 
中学校65.7％ 

前年度の実績を上回
る（小学校、中学校） 

「授業に主体的に取り組んでいる」と答え
る児童生徒の割合 

小学校46.0％ 
中学校50.4％ 

前年度の実績を上回
る（小学校、中学校） 

「授業がよくわかる」と答える児童生徒の
割合 

小学校54.3％ 
中学校53.5％ 

前年度の実績を上回
る（小学校、中学校） 

施策１ 安心して学び、過ごせる学校づくりの推進 

● 児童生徒一人一人が安心して参加し、学ぶ楽しさを実感できる授業の充実 

・児童生徒一人一人が安心して授業に参加し、「分かる」「できる」という実感や学ぶ

楽しさを感じられるよう、学習内容や指導方法を工夫します。 

・一人一人の状態に応じて、本人が「これならできそう」と思える小さなステップを

大切にし、達成感や自己肯定感を得られる授業づくりを進めます。 

● 児童生徒一人一人の個性や能力を伸ばす教育活動の充実 

・児童生徒が、自分のよさや可能性に自ら気付き、それらを伸ばすとともに、これか

らの社会を生きていくために必要な資質・能力を育むため、児童生徒が自ら考え、

選択・決定する機会を取り入れた教育活動を展開します。 

・児童生徒が自分の考えを表現したり、互いの意見を聴き合い、対話・議論したりす

る場を設けるなど、主体的に学習に参加し、互いに協力して学ぶ機会の充実を図り

ます。 

● 障害や国籍、言語等の多様性を尊重し、一人一人の個性や考えを認め合う意識の醸成 

・児童生徒が、障害や国籍、言語等の様々な違いに関わらず、自他の個性や考えを尊

重し、相手の立場に立って考え、行動できる共感的な人間関係を育みます。 

・通常の学級と特別支援学級や特別支援学校等との交流及び共同学習を充実させる

とともに、「ふれあい月間」や「いのちと心の教育」月間等を通して、多様性を尊

重し、互いに認め合うことの大切さについて考えを深める機会を設けます。 

● 児童生徒のウェルビーイングの向上を目指した安心して学べる学校風土の醸成 

・児童生徒一人一人が大切にされ、認められていると実感し、安心して学校生活を送

ることができるよう、教職員が日頃から児童生徒の声や心身の状態を丁寧に捉え、

一人一人との関わりを大切にします。 

・児童生徒が互いの違いを認め、自分らしく安心して学ぶことのできる学校風土を

醸成し、児童生徒のウェルビーイングの向上を図ります。  
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施策２ 子どもの主体性とつながりを育む「絆づくり」の充実 

主な取組 

● 児童生徒一人一人の多様な学びの機会の充実 

・児童生徒一人一人の特性や学習状況、興味・関心等に応じて、自らの学び方を選択

しながら、主体的に学ぶことのできる環境の充実を図ります。 

・児童生徒がそれぞれの考えや気付きを共有し、他者との関わりを通して学びを広

げたり深めたりすることができるよう、多様な学びの機会を充実させます。 

・一人１台端末等を効果的に活用し、一人一人の状況に応じた学習や、時間や場所に

とらわれない学習など、多様な学び方を支える環境を整えます。 

● 児童生徒が主体的に考え、取り組むことができる体験活動の充実 

・児童生徒が自ら考え、主体的に取り組むことができる体験活動の充実を図ります。 

・様々な体験や他者との関わりを通して、自らのよさや可能性に気付くとともに、互

いに協力して取り組むことの大切さを学ぶ機会を設けます。 

● 互いを理解し、安心して関わることのできる人間関係づくりの充実 

・児童生徒が互いの気持ちや考え、個性や違いを理解し、尊重しながら、安心して関

わることのできる人間関係づくりを進めます。 

・日常の教育活動やソーシャルスキルトレーニング等を通して、自分の気持ちや考

えを自分に合った方法で表現したり、相手の気持ちや考えを受け止めたりする機

会を充実させます。 

● 不登校の未然防止に向けた教職員の理解・専門性の向上 

・教職員が不登校に関する理解を深め、児童生徒一人一人の様子や変化を丁寧に捉

え、適切に関わることができるよう、不登校の未然防止に関する研修の充実を図り

ます。 

・児童生徒理解や学級経営、よりよい人間関係づくりなどに関する理解と専門性を

高め、学校全体で不登校の未然防止に取り組みます。 
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（２）基本方針２ 個に応じたきめ細かな支援を行います 

（早期把握・個に応じた支援） 

【成果指標】  

成果指標 現状値 目標値 
不登校児童生徒の個別の指導計画を作
成し、校内の支援会議等で活用している
割合 

小学校 100.0％ 
中学校 100.0％ 

小学校 100.0％ 
中学校 100.0％ 

※現状値は「児童生徒支援個別票」の作成率を示している。 

施策３ 子どもの意思と状態に寄り添った早期支援の充実 

主な取組 

● 児童生徒の声を聴き、支援に生かす取組の充実  

・教職員等が、児童生徒の思いや願いに丁寧に耳を傾ける機会を設け、児童生徒が抱

えている悩みや困難さを早期に把握します。 

・児童生徒が自分の気持ちや考えを表しやすい環境を整え、本人の声をその後の支

援に生かすとともに、必要に応じて、関係機関につなげます。 

● 児童生徒の心身の状況の把握と早期支援の充実 

・日常の学校生活や児童生徒との関わりを通して、一人一人の心身の状態や小さな

変化を丁寧に捉え、早期の支援につなげます。 

・一人１台端末等を効果的に活用し、児童生徒が自分の気持ちや心身の状態を伝え

やすく、必要なときに相談できる環境の充実を図ります。 

● 一人一人の状態に応じた学びへの伴走支援の充実 

・児童生徒一人一人の意思や心身の状態、学習状況、家庭での様子等を丁寧に捉え、

本人の思いや願いを踏まえて支援の方向性を共に考えます。 

・本人のペースを尊重しながら、学習への意欲や状況に応じて学びを継続・再開でき

るよう、一人１台端末やオンライン教材等も活用し、一人一人に応じた学習内容や

方法を工夫しながら、継続的に支援します。 

● 一人一人の意思や状態を踏まえた個別の指導計画の作成・活用 

・不登校や登校しづらい状況にある児童生徒について、本人の意思や心身の状態、学

習状況等を踏まえ、一人一人に応じた支援を組織的・継続的に行うため、個別の指

導計画を作成・活用します。また、進学時等に必要な支援が途切れることのないよ

う、学校間で適切に情報を引き継ぐ仕組みの充実を図ります。 

● 「チーム学校」による組織的な支援体制の充実 

・教員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、養護教諭等がそれぞ

れの専門性を発揮して連携し、必要に応じて学校医や関係機関とも連携しながら、 
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児童生徒一人一人に必要な支援を組織的に検討します。 

・校内における支援のコーディネート機能の充実を図り、必要に応じて関係機関と

も連携しながら、適切な支援につなげます。 

 

● 校内教育支援センター（校内別室）の機能充実による支援体制の強化 

・自分の学級に入りづらい児童生徒が、学校内で安心して過ごし、一人一人の状態に

応じた学習や支援を受けることができるよう、校内教育支援センター（校内別室）

の機能の充実を図ります。 

・在籍学級や教職員とのつながりを大切にしながら、本人の意思や状態に応じて、学

習や活動への参加の仕方を柔軟に工夫します。 
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施策４ 多様で柔軟な学びの機会や居場所の確保と学びの保障 

主な取組 

● 学びの多様化学校分教室「第七中学校はしうち教室」の指導の充実と発展 

・不登校の生徒一人一人の状況や学習状況に応じた教育課程のもと、少人数指導や

個に応じた学習、体験活動などを通して、安心して学び、自らの進路や将来を主体

的に考えることができるよう、支援の充実を図ります。 

・これまでの実践や成果を生かしながら、生徒の多様な学びのニーズに応じた教育

活動の一層の充実と発展を図ります。 

● 教育支援センター「太陽の子」「ＣＡＮＶＡＳ」における支援の充実 

・学校に行きづらさを感じている児童生徒が安心して過ごし、一人一人の状況に応

じた学びや支援を受けることができるよう、学習支援や体験活動、相談支援等を行

い、児童生徒が自分に合った学びや人とのつながりをもちながら、社会的自立に向

かうことができるよう支援します。 

● 訪問型支援「みらい」における支援の充実 

・教育支援コーディネーター（教職経験者）や心理士が、不登校の児童生徒の自宅や

公共施設等を訪問し、本人の意思や状態に応じた相談支援や学習支援、体験活動等

を行います。外出や学校・教育支援センター等への通室が難しい児童生徒とも継続

的につながり、一人一人の状況に応じた支援の充実を図ります。 

● 不登校児童生徒支援プロジェクト「ＳＷＩＴＣＨ」の充実 

・大学と連携した不登校児童生徒支援プロジェクト「ＳＷＩＴＣＨ」の一環として、

メンタルフレンド、テラコヤ・スイッチを実施し、大学生等との継続的な関わりを

通して、児童生徒が安心して人とつながり、自分のペースで学習や活動に取り組む

ことのできる機会の充実を図ります。 

● チャレンジクラス（不登校対応校内分教室）の設置に向けた検討 

・不登校の生徒が、学校内で安心して過ごしながら、一人一人の状況に応じた柔軟な

学びを継続できるよう、教員を配置し、ゆとりある生活時程や個に応じた学習等を

行うチャレンジクラス（不登校対応校内分教室）の設置を検討します。 

● 【再掲】校内教育支援センター（校内別室）の機能充実による支援体制の強化  

・自分の学級に入りづらい児童生徒が、学校内で安心して過ごし、一人一人の状態に

応じた学習や支援を受けることができるよう、校内教育支援センター（校内別室）

の機能の充実を図ります。 

・在籍学級や教職員とのつながりを大切にしながら、本人の意思や状態に応じて、学

習や活動への参加の仕方を柔軟に工夫します。また、校内教育支援センターでの学

習状況や成果を適切に把握し、学習評価に反映します。 
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（３）基本方針３ 社会的自立に向けた支援を推進します 

（社会につながる支援） 

【成果指標】  

成果指標 現状値 目標値 
不登校児童生徒のうち、学校内外の専門
機関等で相談・指導を受けていない児童
生徒の割合 

小学校2.0％ 
中学校 ０％ 

小学校 ０％ 
中学校 ０％ 

 

施策５ 保護者への支援と地域とのつながりの充実 

主な取組 

● 不登校や登校渋り等の児童生徒・保護者への相談体制の充実 

 ・不登校や登校しづらい状況にある児童生徒が安心して相談できるとともに、保護者

が悩みや不安を一人で抱え込むことなく必要な情報を得て、適切な支援につながる

ことができるよう、教育支援コーディネーターや教育相談所相談員等による相談体

制の充実を図ります。 

・一人一人の状況に応じて、専門家や関係機関等と連携しながら継続的な支援につ

なげます。 

● コミュニティ・スクールの仕組みを活用した学校と保護者・地域との連携強化 

・コミュニティ・スクールの仕組みを活用し、学校・保護者・地域が不登校を含む児

童生徒の多様な状況への理解を深め、地域全体で児童生徒の学びや成長を支える

取組を進めます。 

● 進路相談、進路説明会、学校に行きづらい子どもの保護者の集い等の充実 

・不登校の児童生徒が将来の進路を主体的に考えることができるよう、進路相談や

進路説明会等の充実を図ります。 

・保護者が悩みや不安を一人で抱え込むことなく、必要な情報を得たり、保護者同士

で経験や思いを共有したりできるよう、「学校に行きづらい子どもの保護者の集い」

等を通じた交流や支援の機会の充実を図ります。 

● 児童生徒・保護者への多様な学びや支援に関する情報提供の充実 

・不登校や登校しづらい状況にある児童生徒が、自分に合った学びの場や居場所、必

要な支援を選択することができるよう、学校内外の多様な学びや支援に関する情

報を児童生徒や保護者に分かりやすく提供します。 
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● 地域における多様な体験や人とのつながりの充実 

・児童生徒が学校以外の場所でも安心して過ごし、社会とのつながりを広げること

ができるよう、地域の施設や活動、人材等の地域資源を生かし、多様な体験や、人

と関わる機会の充実を図ります。 

・学校とは異なる人や場所とのつながりを通して、一人一人の興味や関心を広げ、自

分らしく社会と関わる経験を積み重ねることができるよう支援します。 
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施策６ 関係機関との連携による切れ目のない支援の充実 

主な取組 

● 教育支援会議の充実による関係機関の情報共有及び連携強化 

・教育支援センターや学びの多様化学校分教室等の関係職員が、児童生徒一人一人

の状況や支援について情報を共有し、必要な支援を協議します。 

・会議を通じた関係者間の連携を日常的な情報共有や具体的な支援につなげ、切れ

目のない支援を推進します。 

● スクールソーシャルワーカーの全校配置による直接支援の充実 

・全市立小・中学校に配置したスクールソーシャルワーカーが、児童生徒や保護者への直接的

な支援を行うとともに、学校や関係機関等との連携・調整を行い、一人一人が抱える課題に

応じた支援につなげます。 

● 「不登校に係る支援委員会」の充実による学校の支援力・連携力の向上 

・各学校の不登校支援担当教員等を対象とした「不登校に係る支援委員会」を開催

し、不登校児童生徒への支援に関する理解を深めるとともに、各学校の取組や実践

事例を共有することで、学校における支援力の向上を図ります。 

・教育支援センター等の関係機関の職員も参加し、それぞれの役割や支援について

理解を深めるとともに、学校と関係機関との相互理解を深め、必要な支援に円滑に

つなぐことのできる連携体制の充実を図ります。 

● 保健・福祉・医療等の支援機関や民間施設との連携強化 

・児童生徒一人一人の状況やニーズに応じて必要な支援につなげるため、保健・福

祉・医療等の関係機関や民間施設との情報共有や連携を強化します。学校や教育分

野だけでなく、多様な支援機関がそれぞれの専門性や役割を生かしながら、児童生

徒や家庭を支える体制の充実を図ります。 

● 卒業後を見据えた「調布市子ども・若者支援地域ネットワーク」との連携強化 

・義務教育終了後も切れ目なく必要な支援につながり、本人が希望する進路や社会

参加に向かうことができるよう、「調布市子ども・若者支援地域ネットワーク」と

の連携を図ります。 

・高校等への進学やその後の生活も見据え、本人や保護者の意向を踏まえながら、関

係機関との情報共有や支援の引継ぎを行い、継続的な支援につなげます。 

● 「不登校施策に係る検討委員会」の継続的な開催 

・不登校支援に関する取組の実施状況や成果指標、児童生徒・保護者の声等を踏まえ

て成果と課題を継続的に検証し、より効果的な施策につなげるため、「不登校施策

に係る検討委員会」を継続して開催します。 



 

28 

 

 

 

SP コー

ド 

 

ダミー 

ダミー 

366 376 380 378 376 371
358

340

125 127 124 132 137 144 143 139

11,437 11,517 11,433 11,241
10,652 10,359

9,926
9,454

4,383 4,340 4,343 4,468 4,501 4,512 4,494 4,384

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

2023

（令和５）年度

2024

（令和６）年度

2025

（令和７）年度

2026

（令和８）年度

2027

（令和９）年度

2028

（令和10）年度

2029

（令和11）年度

2030

（令和12）年度

学級数

（小学校）

学級数

（中学校）

児童数

（小学校）

生徒数

（中学校）

学

級

数

児

童

・

生

徒

数

推計値

5,193

2,127
1,542 1,786

1,188
1,746

155

156 

202 
346 

250 

286 

5,348

2,283

1,744
2,132

1,438
2,032

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2019

（令和元）年度

2020

（令和２）年度

2021

（令和３）年度

2022

（令和４）年度

2023

（令和５）年度

2024

（令和６）年度

小学校 中学校 □内：合計

（件）

資 料 編 

１ 調布市の不登校を取り巻く動向 

 

（１）児童・生徒数，学級数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）いじめの認知件数 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

29 

 

 

 

 

 

 

  



 

30 

 

 

 

SP コー

ド 

 

ダミー 

ダミー 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

31 

２ プランの策定経緯 

（１）調布市不登校施策に係る検討委員会の開催 

〇開催経過 

回 開催日 議 事 

第１回 令和８年７月１４日（火） １ 教育委員会あいさつ 

２ 委員紹介 

３ 委員長・副委員長の選任 

４ 事務局説明 

５ 質疑、意見交換等 

６ 事務連絡 

第２回 令和８年９月１５日（火） １ 事務局説明  

２ 質疑、意見交換等  

３ 次回日程等 

第３回 令和８年●月●日（●） １ 事務局説明  

２ 質疑、意見交換等  

３ その他事務連絡等 

第４回 令和９年●月●日（●）  

〇調布市不登校施策に係る検討委員会委員名簿 

No. 委員氏名 委員区分 

1 松尾 直博 ◎ 学識経験 東京学芸大学 教育学部 教授 

2 横地 美由紀 市民 市民委員 

3 大澤 拓巳 市民 市民委員 

4 宮川 駈 市民 市民委員 

5 西山 豪一 小学校 
調布市立小学校長会 
 柏野小学校長 

6 馬場 誠 中学校 調布市立中学校長会 
 第八中学校長 

7 小宮山 香織 
学びの多様化
学校 

学びの多様化学校分教室「はしうち教室」 

8 小鍜治 誠一 ○ 

教育 
委員会 

教育部指導室長 

9 藤倉 正道 教育部指導室教育支援コーディネーター 

10 高嵜 みな 教育部指導室教育相談心理職専門員 

11 石川 士朗 
市長部局 

子ども生活部児童青少年課長 

12 三井 豊 子ども生活部子ども家庭センター  
親子相談担当課長 

13 坂本 祐樹 
調布市子ども・
若者総合支援事

業受託団体 

調布市社会福祉協議会 福祉相談事業課 
子ども若者支援係長 

事務局 

教育部指導室 
指導室教育支援担当課長兼教育相談所長 山崎 亜子 
教育部指導室教育支援担当主幹 海馬澤 一人 
教育部指導室 教育支援係長 森 ゆかり 
教育部指導室 教育支援担当 指導主事 別所 研人 
教育部指導室 教育支援係 主査 武井 徹 
教育部指導室 教育支援係 主査 小山 暢子 

       ◎は委員長、○は副委員長 
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３ 用語解説 

あ行  

いのちと心の教育月間（●頁） 

調布市では、１２月１０日の世界人権デーに合わせて、毎年１２月を調布市「い

のちと心の教育」月間と定めている。いのちの大切さを伝える校長講話、道徳科等

における「生命尊重」を扱った授業の実施等の取組を通じて、児童生徒が自他の生

命を尊重する心情や他者との違いを理解し、互いに認め合うことについて考える機

会としている。 

ウェルビーイング（●頁） 

身体的・精神的・社会的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福だけでなく、

生きがいや人生の意義など、将来にわたる持続的な幸福を含む概念。また、個人だ

けでなく、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であることも含む。

教育においては、幸福感や学校・地域でのつながり、協働性、自己肯定感、自己実

現などの要素が重視されている。 

 

か行  

ここあ（調布市子ども・若者総合支援事業ここあ）（●頁） 

学校・家庭生活などに関する困りごとに関して、子ども本人や家族からの相談に

応じる機関。面談や訪問等により、今後の手だてを一緒に考え、必要に応じて居場

所事業等の案内を行う。 

義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律（●

頁） 

平成２８年に制定された法律で、教育基本法及び児童の権利に関する条約等の教

育に関する条約の趣旨にのっとり、教育機会の確保等に関する施策に関し、基本理

念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、基本指針の

策定その他の必要な事項を定めることにより、教育機会の確保等に関する施策を総

合的に推進することを目的としている。 

教育支援センター（●頁） 

不登校の児童生徒に対し、一人一人の状況に応じた学習支援や相談、体験活動等

を行う施設。調布市では、小学生を対象とした「太陽の子」と、中学生を対象とし

た「ＣＡＮＶＡＳ」を設置している。 
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校内教育支援センター（校内別室）（●頁） 

不登校や不登校傾向にある児童生徒が、自分のクラスに入りづらいときなどに、

安心して過ごすことができる学校内の居場所。空き教室等を活用し、一人一人の状

況に応じて、自分に合ったペースで学習や生活ができるよう支援している。 

個別最適な学び・協働的な学び（●頁） 

「個別最適な学び」とは、児童生徒一人一人の特性や学習進度、学習到達度等に

応じて指導方法や教材等を工夫するとともに、興味・関心等に応じた学習活動を通

して、自ら学習を調整しながら学ぶこと。「協働的な学び」とは、児童生徒同士や地

域の人など多様な他者と協働しながら学ぶこと。それぞれの学びを一体的に充実し、

児童生徒一人一人の可能性を引き出すことが重視されている。 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）（●頁） 

「学校運営協議会」を設置している学校のことを「コミュニティ・スクール」と

いう。「学校運営協議会」は法律に基づき、教育委員会から任命された委員が、学校

の運営とそのために必要な支援について協議する合議制の機関のこと。学校・保護

者・地域住民が協働しながら子どもたちの豊かな成長を支え、「地域とともにある

学校づくり」を進めることを目的としている。 

 

さ行  

社会的自立（●頁） 

社会の中で、他者と連携・協働し、必要に応じて支援を受けながら、自分らしく

生きていくことをいう。 

児童生徒支援個別票 

不登校の状態にある、または不登校傾向のある児童生徒の状況やニーズ、変化を

把握し、一人一人に応じた支援につなげるために作成するもの。個別票を活用して

教職員間で情報を共有するとともに、児童生徒の状況に応じた支援の検討や、必要

に応じて関係機関につなぐために活用している。 

児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（●頁） 

児童生徒の問題行動等について、事態をより正確に把握し、これらの問題に対す

る指導の一層の充実を図るため、暴力行為、いじめ、不登校、自殺等の状況等につ

いて、毎年度、文部科学省が行っている調査のことをいう。 

児童生徒を支援するためのガイドブック（●頁） 

全ての教員が不登校の要因や背景を正しく理解した上で児童生徒の状況に応じ

た適切な支援を行うことで、児童生徒が豊かな学校生活を送り、社会的に自立でき

ることを目的として、東京都教育委員会が作成した教職員向けのガイドブック。 

スクールカウンセラー（●頁） 

児童生徒が抱える不安や悩みへのカウンセリング、保護者や教職員への助言・援

助など、児童生徒の心の問題に関する様々な相談活動を行う心理専門職。 
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スクールサポーター（●頁） 

通常の学級で特別な支援を要する児童生徒に対して、各校に応じた支援（取り出

し授業や見守り等）を行う。市立小・中学校全校に配置している。 

スクールソーシャルワーカー（●頁） 

児童生徒や保護者からの相談に応じ、家庭訪問や関係機関との連携・調整等を行

う専門職。福祉的な観点から、児童生徒を取り巻く環境に働きかけ、必要な支援に

つなげる役割を担う。 

すこやか（調布市子ども家庭支援センターすこやか）（●頁）           

子育てに関する総合的な支援施設。相談は、ケースワーカーや心理士などの専門

職が対応する。必要に応じて、所内サービスを紹介し、地域の関係機関と連携する。 

青少年ステーション「ＣＡＰＳ」（●頁） 

中・高校生世代への健全な居場所を提供するとともに、中・高校生世代が自分た

ちの想像力を発見し、伸ばし、さらにその力を地域に還元することで、中・高校生

世代を通じてすべての人につながった街づくりを目指す施設。 

青少年の居場所「Ｋｉｉｔｏｓ」（ＮＰＯ法人）（●頁） 

中学生から２０代の若者を対象とした居場所。一人で過ごしたり、悩みを相談し

たり、仲間と一緒にご飯を作って食べたりすることができる施設。 

ソーシャルスキルトレーニング（●頁） 

人との関わりや集団生活の中で、自分の気持ちや考えを表現したり、相手の気持

ちや立場を理解したりするための力を育む取組。様々な場面を想定した活動等を通

して、自分に合った方法で気持ちや考えを伝え、互いの違いを理解しながら関係を

築く力を育む。 

た行  

学びの多様化学校分教室「第七中学校はしうち教室」（●頁） 

平成３０年４月に全国初の分教室型の不登校特例校として、第七中学校に開設し

た。不登校生徒を対象に、特別に編成した教育課程に基づく多様な学びの機会を提

供し、一人一人の状況に応じた支援を行っている。 

 

誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策（ＣＯＣＯＬＯプラン）（●頁） 

不登校により学びにアクセスできない子供たちをゼロにすることを目指し、誰一

人取り残されない学びの保障を社会全体で実現するため、令和５年３月３１日に文

部科学省が取りまとめたプラン。 
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チャレンジクラス（不登校対応校内分教室）（●頁） 

不登校生徒が安心して学校生活を送ることができるよう、中学校等の校内に設置 

する分教室のこと。教員を配置し、ゆとりある生活時程のもと、生徒一人一人の状

況に応じて、個別学習や集団学習など自分に合った方法で学ぶことができるよう支

援する。東京都が令和６年度から設置を推進している。 

調布市子ども・若者支援地域ネットワーク（●頁） 

子ども・若者育成支援推進法（平成２１年法律第７１号）第１９条第１項の規定

に基づく協議会。教育、福祉、保健、医療、矯正、更生保護、雇用その他の子ども・

若者に対する支援に関係する機関、団体等が連携し、社会生活を円滑に営むことが

困難な子ども・若者を支援するため設置している。 

テラコヤ・スイッチ（●頁） 

不登校状態にある小学校４年生から中学校３年生までを対象に、比較的年齢の近

い大学生・大学院生が「お兄さん・お姉さん」的な役割で関わり、学習へのきっか

けづくりや、少人数で楽しく過ごす時間を提供する取組のこと。児童生徒の居場所

づくり、コミュニケーション能力の育成を目指す。東京学芸大学・松尾研究室に委

託して実施している。 

 

 

は行  

不登校（全頁） 

文部科学省では、不登校を「何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的

要因・背景により、児童生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況（ただ

し、「病気」や「経済的理由」による者を除く。）にあり、年間の欠席日数が３０日

以上の者」と定義している。 

不登校児童生徒支援プロジェクト ＳＷＩＴＣＨ（●頁） 

不登校児童生徒への支援の取組として、東京学芸大学・松尾研究室と連携して行

っている事業。メンタルフレンドの派遣事業、不登校児童生徒の指導計画への助言、

テラコヤ・スイッチなどに取り組んでいる。 

ふれあい月間（●頁） 

児童生徒のいじめ問題及び不登校問題について、学校が継続的かつ意識的に取組

を推進するとともに、取組の工夫改善を図るため、東京都教育委員会が指定してい

る重点月間（６月、１２月、２月）のこと。 

 

 

ま行  

学びの多様化学校（●頁） 

不登校児童生徒の実態に配慮し、特別に編成された教育課程に基づいて教育を行

う学校。一人一人の状況に応じて、授業時間や学習内容、指導方法等を工夫しなが
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ら、学習や社会的自立に向けた支援を行う。従来は「不登校特例校」と呼ばれてい

たが、令和５年８月に「学びの多様化学校」に名称が変更された。調布市では、分

教室型として「調布市立第七中学校はしうち教室」を設置している。 

メンタルフレンド（●頁） 

比較的年齢の近い大学生・大学院生が継続的に関わることで、児童生徒が安心し

て人とつながり、自分のペースで活動したり学んだりすることを支援する取組。東

京学芸大学・松尾研究室に委託して実施している。 
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